家庭Ｂ
第２題材指導計画「健康・快適・安全な住空間を目指そう」（全５時間）
	時
	ねらい
	学習活動
	評価規準,指導・援助

	①　住まいの役割と住まい方
	住まいには様々な働きがあり,家族がどのような生活を重視するのかによって,住空間の使い方が異なることを理解し,住まいの課題について解決する方法を考えることができる。

	○もし家がなかったらどうなるか意見を交流する。
・寒暑に耐えられないし,くつろげない。

○住まいの働きについて考え，交流する。

・自然から身を守って，安心して暮らせる。

・家族が集い,リラックスできる場所だ。
○日本各地の住まいの資料から気付いたことを発
表する。

○家での生活行為について交流する。

・自分の部屋で，勉強や遊びをしている。

・食事をしたり，家族と団らんしたりしている。
○ある家族の住まいの平面図から家族構成と住ま
い方の関係を考える。

・家の中央に団らんの部屋を置き，ふれあいを大
切にしている。

・お年寄りも安心して暮らせるように平屋だ。
○将来の住まいについて考える。

	・日本各地の住まいの様子がわかる写真資料などを用意しておく。
・一般的な家庭の平面図を用意する。
【生活文化の継承・創造】
《思考・判断・表現》

住まいに必要な空間とその役割や日本の住まいの文化について課題を解決する力を身に付けている。

	②　住まいの安全
	幼児や高齢者に家庭内事故が多い原因を，心身機能の特性と結びつけて考え，家庭内事故を防止するための具体的な方法について理解することができる。
	○家庭内事故の実態を知る。

・０～４歳の幼児や６５歳以上の高齢者に多い。

・家庭内の事故で死亡する人も多い。

○疑似体験を通して，幼児や高齢者の心身の特性について考える。

・幼児の視界は低くて狭い。

・高齢者は，なかなかさっと動けない。

○疑似体験をもとに，幼児や高齢者に家庭内事故死が多い理由を考える。

・幼児は自分たちと違って視界が低くて狭いし，何が危険か分からないから，事故になってしまう。

・高齢者は，身体機能が低下し，とっさに動けないから，ちょっとしたことが事故になってしまう。

○自分にできる,家庭内事故を防止するための具体的な方法を考える。

	・家具や物の配置の工夫がされている資料を準備する。

・マットと滑り止めを使って転倒防止を体験する。

【健康・快適・安全】
《知識・技能》
幼児や高齢者に家庭内事故の具体的な対策について理解している。

	③　災害に備えた住まい方
	家庭における災害対策を考える活動を通して，災害に備えて家具を固定したり，配置を工夫したりするなど,具体的な方法について理解することができる。
	○災害における被害の資料から気付いたことを発表する。

・地震が起きた場合，家具の下敷きになってけがをしたり，亡くなったりすることが多い。

・地震の被害は思っていた以上に大きいな。

○資料や自分の経験をもとに，どんな対策が必要であるかを考える。

・家具を固定するにも色々な方法があるのだな。

・家具が倒れて出入り口をふさいで避難できないことがあるのだな。

○自分の家にあった災害対策を考える。

・タンスがもし倒れても大丈夫なように，寝ている場所を避けて配置したい。


	・耐震補強が施された家具に実際に触れる体験活動を行う。

・タブレット機器や，ハザードマップを活用して考えることができるようにする。
【健康・快適・安全】
≪ 知識・技能 ≫

家庭や地域における災害被害を防ぐための具体的な方法について理解している。

	④　健康で快適な住まい
	室内の空気を清潔にすることや生活音について自分の生活から見つめ,快適な室内環境にするための,具体的な解決方法について考えることができる。

	○トイレや浴室の気になる点や，冬場の学校の教室内で感じた気になる点を交流する。

・湿気がこもって浴室に壁にカビが生えている。

・熱気が教室中にこもり息苦しく感じるときがあった。

○室内の空気汚染の原因と健康被害について考える。
・室内の空気が化学物質や,カビ,ダニ,一酸化炭素などで汚染されると人の体にも影響がある。

○室内の空気調節の具体的な方法を考える。

・窓の開け方や開ける回数,時間など，換気の仕方を工夫するとよさそうだ。
・除湿機を上手に利用するとよさそうだ。
○音楽を聴き音の感じ方や,周囲の人に迷惑をかけていると思う音について交流する。

・マンションに住んでいるから椅子を引く音も下の階の人にとっては気になる音かもしれない。

・近所の人のことも考えて，ピアノの練習時間を考えたり，音を小さくして練習したりするなど，工夫しないといけないな。



	・温度や湿度の調節について分かる資料を準備する。

・マットや重りを使って音の響き方の違いを確認させる。

【健康・快適・安全】
≪思考・判断・表現≫

安全な室内環境を整えることや,家族の生活や住空間にあった快適な住まい方を工夫し,課題を解決する力を身に付けている。


	⑤　よりよい住生活を目指して
	快適な室内環境の整え方について，家庭での問題点を取り上げ，改善方法を考えることができる。


	○家族が共同で使用する空間について，使いにくい場所や不快感のある場所を交流する。

・洗面所　・居間　　・台所　　・風呂


○乱雑になっている洗面所を見て，家族にあらかじめ聞いておいた家庭で行なっている快適に使う工夫を交流する。

・棚を作る。

・使わない物は処分する。

・使用者ごとに入れものにまとめる。

・よく使うものとたまに使うものを分類する。

・使ったら必ずもとの場所に戻す。もとの場所をわかりやすくするために，入れ物にシールをつける。

○家族が共同で使う空間を快適にするために気を付けることを考える。

・他の人の立場になって考える。

・物を置く位置を決める。



	・あらかじめ各家庭で，快適に洗面所を使う工夫を調査させておく。

【健康・快適・安全】
【協力・協働】
≪思考・判断・表現≫

自分や家族にとって心地よい住まい方について考え課題を明らかにし,解決する力を身に付けている。



住まいにはどのような働きがあり，家族構成に合わせたどのような住まい方があるのだろうか。





住まいは安らぎと健康を維持し，子供が育つ基盤となるなど人間らしく生きるために不可欠な場所だ。日本の住まいは，気候に合わせ，快適に生活できる工夫がされていることが分かった。家族の構成や家族の生活の仕方によって住まい方が変わる。将来，年をとった親がゆっくりできる部屋を用意できるように考えたい。





家庭内事故を防ぐには，どのようにすればよいだろうか。





安全だと思っていた家の中でけがをしたり，亡くなったりする人が多く，危険な所があると分かった。誰にとっても安全な住まいになるように考えて，安全対策をしたい。





災害による被害を防ぐには，どのようにすればよいだろうか。





災害対策は難しいと思っていたけれど，自分でもできそうなことがいくつかあることが分かった。本棚の位置を変えて,寝ている場所を安全にしたい。





健康・快適に過ごすためには，どのように室内の空気や音の調節を行えばよいだろうか。





家族の健康のためにも，換気を心がけ室内の空気を清潔に保つ必要があることが分かった。また，音の感じ方は人やその時の状況によって違うから，自分が騒音源にならない気配りや工夫が必要だ。





家族みんなが使う場所を快適にしよう。





家族みんなが快適に過ごすためにできる工夫がたくさんある。一人一人の立場に立って考え工夫したい。














